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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主ゲート通路が貫通して形成され、バルブ本体内部で開放位置と閉鎖位置との間を移動
可能なゲートであって、前記開放位置では、前記主ゲート通路が、前記ゲートの両側の前
記バルブ本体に設けられた主通路を規定する壁と整列して、前記バルブを通過する流れが
可能になるとともに、前記閉鎖位置では、前記ゲートの外側シール面が、前記バルブ本体
の前記主通路と整列し、前記ゲートと前記バルブ本体との間のシール部と連動して、前記
バルブを通過する流れが阻止され、前記ゲートの前記外側シール面のそれぞれにゲートイ
コライザポートが形成された、ゲートと、
　閉鎖位置と開放位置との間、および開放位置と閉鎖位置との間を移動できるように構成
および配置された内部イコライザポートであって、前記ゲート内部に形成されたキャビテ
ィ内部に配置された少なくとも１つの移動可能なイコライザゲートを貫通して形成された
内部イコライザポートと、を有し、
　前記イコライザゲートが、前記ゲートの前記キャビティの内部であって該キャビティを
規定する内面の間に設けられた、開放位置と閉鎖位置との間を移動可能であるキャリアの
内部で、浮動係合した状態にあり、
　前記イコライザゲートの前記内部イコライザポートは、前記キャリアが前記開放位置に
あるときには、前記ゲートイコライザポートと整列することによって開放され、前記キャ
リアが前記閉鎖位置にあるときには、前記ゲートイコライザポートと整列しない状態に移
動することによって閉鎖されるように寸法設定および配置されている、
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　ゲートバルブ。
【請求項２】
　前記キャビティおよび前記キャリアは、該キャリアが該キャビティ内部でスライドして
前記開放位置と前記閉鎖位置との間を直線運動できるように寸法設定され、前記キャリア
には、前記開放位置と前記閉鎖位置との間の直線作動時に、前記キャビティ内部で直線移
動する範囲が与えられ、前記キャリアは、前記開放位置では前記キャビティの一方の端部
と接触し、前記閉鎖位置では前記キャビティの他方の端部と接触する、請求項１に記載の
ゲートバルブ。
【請求項３】
　前記キャリアが、ロッドによって直線作動するように接続され、それにより、前記キャ
リアが、前記ロッドの運動により前記開放位置と前記閉鎖位置との間を移動して、前記キ
ャビティ内部で直線移動する範囲の前記端部に到達すると、前記ゲートが移動する、請求
項２に記載のゲートバルブ。
【請求項４】
　前記キャビティ内部に配置され、第２の内部イコライザポートが形成された第２の内部
イコライザゲートであって、前記第２の内部イコライザポートは、前記第２の内部イコラ
イザゲートが移動することで、前記ゲートの前記外側シール面に形成された第２の組のゲ
ートイコライザポートに整列した状態と整列しない状態とに移動可能に構成された、第２
の内部イコライザゲートを有し、
　前記キャリアが、中央部と、該中央部の両側に連結された２つの側部とから形成され、
前記中央部には、前記ロッドのねじ付き部への接続のためのねじ山が形成され、前記各側
部が、前記ゲートの前記内面の方向に開口するイコライザ開口を形成する内壁を有し、前
記内部イコライザゲートの一方が、イコライザキャビティのそれぞれの内部で、浮動係合
した状態で配置されている、請求項２に記載のゲートバルブ。
【請求項５】
　前記各イコライザゲートが、前記ゲート外層の前記内面の方向に面する、互いに反対側
の２つのシール面を有し、
　前記各イコライザゲートの前記各シール面と、前記ゲートの前記外層の前記各内面との
間に、少なくとも１つのシール部が配置されている、請求項４に記載のゲートバルブ。
【請求項６】
　前記各イコライザゲートの前記各シール面と、前記ゲートの前記各内面との間に、２つ
のシール部が配置されている、請求項５に記載のゲートバルブ。
【請求項７】
　外面を有し、バルブ本体を貫通する流体通路を開放および閉鎖するためのゲートと、
　前記ゲート内部に形成され、互いに対向する内面を有する内部キャビティと、
　前記外面のそれぞれを貫通して形成され、前記キャビティ内部に配置されたイコライザ
ゲートに形成された内部イコライザポートと整列したときに、流体が前記ゲートを通過し
て連通するのを可能にするように構成されたゲートイコライザポートと、
　内部で浮動係合した状態の前記イコライザゲートを、開放位置と閉鎖位置との間で移動
させるキャリアと、を有し、
　前記イコライザゲートが、前記内部イコライザポートが前記ゲートイコライザポートと
整列しない閉鎖位置と、前記内部イコライザポートが前記ゲートイコライザポートと整列
する開放位置とにあるときに、前記キャビティの前記内面によって密閉されている、バル
ブ。
【請求項８】
　前記キャビティの内側表面に対して前記イコライザゲートを密閉し、それにより、前記
ポートによって連通する流体が前記キャビティに進入するのを阻止するシールプレートを
さらに有する、請求項７に記載のバルブ。
【請求項９】
　前記キャリアが、前記閉鎖位置から前記開放位置へと前記キャリアを移動させるステム
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に接続されている、請求項７または８に記載のバルブ。
【請求項１０】
　前記キャリアは、第２の位置に持ち上げられるか、該第２の位置を越えて持ち上げられ
た時点で、前記ゲートの内側表面に係合し、前記ステムが継続的に持ち上がることで、前
記キャリアは、前記ゲートを持ち上げることができる、請求項７に記載のバルブ。
【請求項１１】
　ゲートバルブであって、
　前記バルブを貫通する主ゲート通路を開放および閉鎖するために、バルブ本体内部で閉
鎖位置と開放位置との間を直線的に移動可能な第１のゲートであって、互いに平行に対向
する内側面によって規定された内部キャビティと、前記第１のゲートを貫通して前記内部
キャビティ内へと延びるイコライザポートと、を有する第１のゲートと、
　前記内部キャビティの互いに対向する前記内側面とそれぞれ密接に相互嵌合する、互い
に平行に対向する側面によって規定され、前記内部キャビティの互いに対向する前記内側
面と密接に相互嵌合したまま、閉鎖位置と開放位置との間を直線的に移動可能なイコライ
ザゲートであって、該イコライザゲートを貫通して延びる分離イコライザポートを有する
イコライザゲートと、を有し、
　前記分離イコライザゲートは、前記イコライザゲートが前記開放位置にあるときに、前
記第１のゲートの前記イコライザポートと整列した状態にある、ゲートバルブ。
【請求項１２】
　前記イコライザゲートが、キャリア内に保持されている、請求項１１に記載のゲートバ
ルブ。
【請求項１３】
　前記キャリアが、開放位置と閉鎖位置との間を移動可能であるとともに、前記第１のゲ
ートが直線作動するように接続されている、請求項１２に記載のゲートバルブ。
【請求項１４】
　前記キャリアが、該キャリアを作動させるための、前記バルブの外側の接続部を有する
、請求項１２に記載のゲートバルブ。
【請求項１５】
　前記キャリアが側面を有し、該側面は、前記キャリアが前記キャビティ内部でスライド
して相対直線運動するのを可能にしながら、前記内部キャビティ内部での前記キャリアの
シールを可能にするように、前記内部キャビティの前記内側面とそれぞれ密接に相互嵌合
する、請求項１２に記載のゲートバルブ。
【請求項１６】
　前記キャリアが、互いに対向する２つの端面を有し、該端面間の直線距離が前記キャビ
ティの内端面間の直線距離よりも短く、それにより、前記開放位置と前記閉鎖位置との間
の直線作動時に、前記キャビティ内部で直線移動する範囲が前記キャリアに与えられ、前
記開放位置では、一方の前記端面が前記キャビティの一方の前記内端面と接触し、前記閉
鎖位置では、他方の前記端面が前記キャビティの他方の前記内端面と接触し、それにより
、前記内部キャビティの前記内端面にそれぞれ接触する、前記キャリアの互いに対向する
前記端面が、前記ゲートを前記開放位置と前記閉鎖位置との間で移動させるように機能す
る、請求項１２に記載のゲートバルブ。
【請求項１７】
　バルブ本体と、
　前記バルブ本体内部に収容され、該バルブ本体内部で開放位置と閉鎖位置との間を直線
作動により移動可能な主ゲートであって、該主ゲートが、互いに対向する外壁を有し、該
外壁が、互いに対して固定され、前記バルブ本体に設けられた開口と連動して、前記閉鎖
位置では、前記バルブ本体を通過する流体の流れを阻止し、前記開放位置では、前記バル
ブ本体を通過する流体の流れを可能にする、主ゲートと、
　前記主ゲートを貫通して形成され、流体を、前記主ゲートの互いに対向する前記外壁上
に形成されたポートを通過させて、前記主ゲートの一方の端部から他方の端部へと連通さ
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せる少なくとも１つの均圧通路と、
　前記主ゲート内部に形成されたキャビティ内部に配置され、前記均圧通路を開放および
閉鎖するための内部ゲートバルブであって、ポートが形成された内部ゲートと、該内部ゲ
ートの互いに対向する側部上であって前記主ゲート内部の一定位置に取り付けられ、前記
内部ゲートとそれぞれ密接した嵌合関係にある、互いに対向する１組のバルブシートと、
を有し、前記均圧通路が、互いに対向する前記バルブシートを貫通して延びる、内部ゲー
トバルブと、
　前記内部ゲートを閉鎖位置と開放位置との間で移動させるキャリアであって、前記閉鎖
位置では、前記内部ゲートを貫通して形成されたポートが、内部通路と整列せず、前記内
部通路を通過する流体の流れを阻止し、前記開放位置では、前記内部ゲートの前記ポート
が、前記内部通路と整列し、前記内部ゲートを通過する流体の流れを可能にし、前記内部
ゲートが、前記キャリア内部で、互いに対向する前記１組のバルブシートのそれぞれに向
かう方向とそれぞれから離れる方向とには拘束されずに、前記キャリアの上部構造部材と
下部構造部材との間に配置され、それにより、前記内部ゲートの位置が調節可能となり、
前記内部ゲートが互いに対向する前記１組のバルブシートのそれぞれに対して密接に嵌合
することが可能となる、キャリアと、
　を有するバルブ。
【請求項１８】
　前記キャリアに連結され、第１の方向に作動して前記キャリアを移動させ、前記内部ゲ
ートを前記閉鎖位置から前記開放位置へと移動させるバルブステムをさらに有し、前記キ
ャリアは、前記内部ゲートが前記開放位置に到達したときに前記主ゲートと係合し、前記
バルブステムがさらに作動することにより前記主ゲートを持ち上げる、請求項１７に記載
のバルブ。
【請求項１９】
　前記バルブステムが第２の方向に作動することにより、前記キャリアが、前記内部ゲー
トを前記開放位置から前記閉鎖位置へと移動させる方向に移動し、前記キャリアは、前記
内部ゲートが前記閉鎖位置に到達した後で前記主ゲートと係合し、前記バルブステムがさ
らに作動することで前記主ゲートを押し下げることできる、請求項１８に記載のバルブ。
【請求項２０】
　第２のキャリアによって移動する第２の内部ゲートであって、前記主ゲートを貫通して
延びる第２の均圧通路を開放および閉鎖するための第２の内部ゲートをさらに有する、請
求項１８に記載のゲート。
【請求項２１】
　２つの前記キャリアが、連結部の両側に接続され、前記バルブステムが、前記キャリア
を移動させるために前記連結部に連結されている、請求項２０に記載のバルブ。
【請求項２２】
　前記バルブステムがねじ付き部を有し、該ねじ付き部が、中央部材上のねじ山と連動し
、前記バルブステムが作動時に回転するときに前記バルブステム上の前記中央部材を移動
させる、請求項２１に記載のバルブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般には、流体制御バルブに関する。本発明は、図示および説明される特定
の用途に限定されないが、特に、ゲートバルブ内部に収められたイコライジング装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ゲートバルブは、円形または長方形のゲート、あるいはくさびを流体の経路から持ち上
げることによって開放する流体制御バルブの一種である。あらゆる種類のゲートバルブに
共通の特徴は、ゲートとシートとの間のシール面が平坦なことである。ゲート面は、くさ
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び形を形作っていてよく、あるいは、平行であってよい。ゲートバルブは、流量を調節す
るために用いられることもあるが、完全に開放したり閉鎖したりするように構成された多
くのゲートバルブは、そのような目的には適していない。完全に開放している場合、典型
的なゲートバルブは流路を塞ぐことがなく、その結果、摩擦損失が非常に低くなる。
【０００３】
　ゲートバルブは、上昇（rising）または非上昇ステム（nonrising stem）のいずれかを
有していることが特徴である。上昇ステムは、バルブ位置の視覚的な目安になる。非上昇
ステムは、垂直方向の空間が限られている場合、あるいは地下で使用される。
【０００４】
　ボンネットによって、バルブ本体の漏れのない閉鎖がもたらされる。ボルト止めされた
ボンネットは、より大きなバルブや、より高圧での用途で使用される。
【０００５】
　通常、ゲートバルブは、パイプライン互換フランジ寸法規格に従ってドリル加工された
フランジ状の端部を有している。ゲートバルブを構成する様々な材料としては、鋳鉄、炭
素鋳鋼、砲金、ステンレス鋼、合金鋼、および鍛鋼がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ゲートバルブの周知の欠点は、（本明細書では、バルブが４インチより大きく、ゲート
両端の差圧が５０００ｐｓｉを超える用途として定義された）大型高圧用途では、ゲート
に作用する力が大きすぎるため、ゲートとそのシールとの間の摩擦により、開放すること
が困難になったり、不可能になったりすることである。そのような圧力下でゲートを開放
することができたとしても、ゲートとそのシールとの間の摩擦、アクチュエータに必要な
力、および、わずかに開放した（cracked）ゲートを通る初期等化流れが、それぞれ単独
で、あるいはそれらの組み合わせが、バルブに壊滅的な被害を与える場合がある。
【０００７】
　この問題に対する従来の解決策は、バルブ両側間をつなぐ外部の等化導管であり、それ
には、バルブを開放する前に手動で開放して、バルブの圧力を等しくすることができる小
さなニードルバルブ等が設けられている。しかしながら、圧力下での操作では、ニードル
バルブが激しい故障を起こしやすいため、この解決策は操作者にとって非常に危険である
。したがって、高圧用途においては、ゲートバルブの両側の圧力を等しくする安全で効果
的な手段が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のゲートバルブは、内部イコライザポートを備えたゲートを有している。
【０００９】
　本発明およびその利点についてのより完全な理解は、添付の図面と共になされる「発明
の詳細な説明」から明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明のゲートバルブを一部破断して示す斜視図である。
【図２】バルブを一部破断して示す側面図である。
【図３】図２の３－３線に沿った断面図である。
【図４】図２の４－４線に沿った断面図である。
【図５】バルブの分解図である。
【図６Ａ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
【図６Ｂ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
【図６Ｃ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
【図６Ｄ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
【図６Ｅ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
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【図６Ｆ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
【図６Ｇ】バルブの開閉動作を示すシーケンス図である。
【図７】イコライザゲートの代替形態を備えた、上昇ステム型のバルブを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　まず、同じ参照番号が同じ構成部品や対応する構成部品を示す図１から図６Ｇを参照す
ると、ゲートバルブ１０は、主ゲート通路１４を規定する内壁を有するとともに、バルブ
本体１６内部で開放位置と閉鎖位置との間を移動可能なゲート１２を有している。開放位
置では、主ゲート通路１４が、ゲート１２の両側のバルブ本体１６に設けられた主通路１
８，２０を規定する壁と整列して、バルブを通過する流れが可能となり、閉鎖位置（図１
から図３）では、ゲートの外側シール面２２，２４が、バルブ本体１６の主通路１８，２
０と整列し、ゲート１２とバルブ本体１６との間のシール部２６，２８と連動して、バル
ブを通過する流れが阻止される。
【００１２】
　ゲート１２は、２つの外層４０，４２と中間層４４とから形成され、外層と中間層とは
、締結ピン４６によって連結されている。ゲート１２の外側シール面２２，２４は、外層
上にあって、主ゲート通路１４の内壁は、外層４０，４２と中間層４４との内部で整列し
ている。
【００１３】
　各外層４０，４２は内面４８，５０を有し、各内面は、他方の外層の内面に対向してい
る。中間層４４は、互いに対向する内端面５６，５８に接続する、互いに対向する内側面
５２，５４を有し、外層４０，４２と中間層４４との内面５２，５４，５６，５８が、ゲ
ート１２の外側シール面２２，２４に対向する、ゲート１２内部のキャビティ６０を共に
形成している。
【００１４】
　キャビティ６０内部のキャリア７０は、閉鎖位置と開放位置との間を移動可能であると
ともに、キャリア７０内部に設けられた雌ねじ山（female threads）７２によって、バル
ブ１０の外側のハンドル７６まで延びるねじ付きロッド７４と、直線作動するように接続
されている。キャリア７０は、中央部７８と、中央部７８の両側に連結された２つの側部
８０，８２とから形成されている。中央部７８には、雌ねじ山７２が形成され、中央部７
８は、中間層の内端面の一方５８に設けられた隙間８４を通って延びている。
【００１５】
　側部８０，８２はそれぞれ側面８６を有し、側面８６は、キャビティ６０内部でスライ
ドして相対直線運動するために、中間層４４の隣接する内側面５２，５４と密接に相互嵌
合する（closely interfit）ように間隔を置いて配置されている。さらに、側部８０，８
２はそれぞれ、互いに反対側の２つの端面８８，９０を有している。各側部８０，８２の
端面８８，９０は、その間の直線距離が中間層４４の内端面５６，５８間の直線距離より
も短く、それにより、開放位置と閉鎖位置との間の直線作動時に、キャビティ６０内部で
直線移動の範囲がキャリア７０に与えられている。開放位置では、一方の端面８８が、中
間層の一方の内端面５８と接触し、閉鎖位置では、他方の端面９０が、中間層の他方の内
端面５６と接触する。このようにして、中間層の各内端面５６，５８と接触する側部の端
面８８，９０が、ゲート１２を開放位置と閉鎖位置との間で移動させるように機能する。
【００１６】
　側部８０，８２はそれぞれ、ゲートの外層４０，４２の内面４８，５０の方向に開口す
るイコライザキャビティ１００を形成する内壁を有している。イコライザキャビティ１０
０内部のイコライザゲート１０２は、イコライザキャビティ１００に対して密接に相互嵌
合するとともに浮動係合（floating engagement）するように寸法設定されている。各イ
コライザゲート１０２は、ゲートの外層４０，４２の内面４８，５０の方向に面する、互
いに反対側の２つのシール面１０４を有している。
【００１７】
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　各イコライザゲート１０２の各シール面１０４と、ゲートの外層４０，４２の各内面４
８，５０との間に、２つのシールプレート１０６が配置されている。シールプレート１０
６は、テフロン（登録商標）などのシール材料から形成されている。
【００１８】
　ゲート１２の外層４０，４２に設けられた壁によって、ゲート１２の互いに反対側の外
側シール面２２，２４間に設けられ、互いに間隔をおいて配置された２つのゲートイコラ
イザポート１１０，１１２が規定される。ゲートイコライザポート１１０，１１２は、外
層４０，４２間を、各外層４０，４２の外側シール面２２，２４からキャビティ６０まで
延びている。シールプレート１０６に設けられた壁によって、ゲートイコライザポート１
１０，１１２に整列したシールプレート１０６のシールイコライザポート１１４が規定さ
れる。イコライザゲート１０２に設けられた壁によって、各イコライザゲート１０２の移
動可能な内部イコライザポート１１６が規定される。内部イコライザポート１１６は、キ
ャリア７０が開放位置にあるときには、ゲートイコライザポート１１０，１１２とシール
イコライザポート１１４とに整列することによって開放され、キャリア７０が閉鎖位置に
あるときには、ゲートイコライザポート１１０，１１２とシールイコライザポート１１４
とに整列しない状態に移動することによって閉鎖されるように寸法設定および配置されて
いる。
【００１９】
　動作中は、図６Ａから図６Ｇに示すように、ゲート１２を作動させるハンドル７６の操
作によって、イコライザポート１１０，１１２，１１４，１１６の開閉動作が自動的に順
を追って行われる。図６Ａでは、バルブ１０は閉鎖され、ゲート１２およびキャリア７０
は、それぞれ閉鎖位置にある。内部イコライザポート１１６は、ゲートイコライザポート
１１０，１１２とシールイコライザポート１１４とに整列しない状態であり、それによっ
て、バルブを挟んだ差圧に逆らってイコライザポートを閉鎖させることができる。キャビ
ティ１００内でイコライザゲート１０２が浮動係合していることで、差圧によってイコラ
イザゲート１０２をシールプレート１０６に押し付けることができ、そうしてシールが可
能となる。
【００２０】
　図６Ｂでは、ハンドル７６が回転して、キャリア７０は、側部端面がゲート層の中間層
の内端面に当接する開放位置まで上昇している。ゲート１２はまだ移動していない。キャ
リア７０のこの移動によって、ポート１１０，１１２，１１４，１１６が整列して、イコ
ライザポートが開放するとともに、バルブを挟んだ圧力が等しくなる。差圧が高い場合で
あっても、関連する表面積が小さいため、イコライザポートを開放するのに必要な力は最
小となる。流れと摩擦とが存在する状態でイコライザポートを繰り返し作動させることに
よって損傷が発生した場合には、その損傷は、安価なテフロン（登録商標）のシールプレ
ートを交換することで、安い費用で容易に修理することができる。
【００２１】
　図６Ｃでは、ゲート１２は、キャリア７０によって、主通路がわずかに開放する地点ま
で上昇している。バルブを挟んだ圧力はすでに等しくなっているため、ゲートを移動させ
るのに必要な力は最小で済み、バルブをわずかに開放しても、損害を与えるような流れは
発生しない。図６Ｄでは、バルブは完全に開放され、ゲート１２は開放位置にある。キャ
リア７０は、依然として開放位置にある。
【００２２】
　図６Ｅから図６Ｇは、閉鎖過程を示している。最初にハンドル７６が回転されると、キ
ャリア７０は、図６Ｅに示す閉鎖位置まで移動する。イコライザポート１１０，１１２，
１１４，１１６は、整列しない状態に移動して閉鎖される。ゲート１２はまだ移動してい
ない。図６Ｆでは、バルブは部分的に閉鎖され、図６Ｇでは、バルブは（図６Ａの場合と
同様に）完全に閉鎖されている。
【００２３】
　図７は、バルブ１５０が上昇ステムバルブである代替の実施形態を示している。上昇ス
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５４に引き込まれている。バルブ１０とは異なり、ステム１５２は、ゲート１５８に対し
て回転しない。これにより、キャリア７０を、それぞれがイコライザゲート１０２を備え
た２つの側部８０，８２と、中央部７８とで構成することが必要であった、キャリアを貫
通するステムの通路を設けることの必要性がなくなる。図７のバルブでは、イコライザポ
ート１６２，１６４を備え、その他の点ではバルブ１０の場合と同様に構成された、より
簡単な１つのイコライザゲート１６０が使用されている。
【００２４】
　上述した構成部品のそれぞれ、あるいは、２つ以上の構成部品の組み合わせも、上述し
た種類とは異なる他の種類の構成で有効に応用することができることが理解されるであろ
う。
【００２５】
　本発明について、特定のゲートバルブで実施されたものとして図示および説明したが、
当業者にとっては、本発明の精神から何ら逸脱することなく、図示した装置の形態および
詳細やその動作に対する様々な省略、修正、置換、および変更が可能であることが理解さ
れるため、本発明は、説明した詳細に限定されるように意図されたものではない。
【００２６】
　さらに分析することなく、上述した内容によって本発明の趣旨が完全に明らかにされ、
他の者は、従来技術の観点からすれば、本発明の一般的または特定の態様の本質的な特性
を適正に構成する特徴を省略することなく、現在の知識を適用することによって、様々な
用途に対して本発明を容易に適用することができるであろう。

【図１】 【図２】
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